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地域とともに、未来を耕す
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南陽市のおかひじき生産者 土屋孝さん



置賜の農業
を支える

置賜の農業
を支える

生産者！
！

生産者！
！

　
春
、
収
穫
時
期
を
迎
え
た
「
お
か
ひ
じ
き
」
が

ハ
ウ
ス
一
面
に
青
々
と
育
っ
て
い
ま
す
。
最
上
川

舟
運
で
庄
内
地
方
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
タ
ネ
が
、

こ
の
南
陽
地
域
に
根
付
い
て
伝
統
野
菜
と
し
て
栽

培
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
砂
地
で
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富

な
水
系
に
も
恵
ま
れ
た
土
地
柄
が
お
か
ひ
じ
き
栽

培
に
適
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
最
大
の
魅

力
で
あ
る
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
食
感
を
消
費
者
に
届
け

る
た
め
に
早
朝
か
ら
収
穫
し
、
パ
ッ
ク
や
袋
に
詰

め
て
午
前
中
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ク
セ
が
な
い

の
で
、
お
ひ
た
し
、
か
ら
し
和
え
、
サ
ラ
ダ
な
ど
、

様
々
な
ア
レ
ン
ジ
が
楽
し
め
る
こ
と
も
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
食
感
で

春
を
告
げ
る「
お
か
ひ
じ
き
」 就農18年目、南陽おかひじき部会長

栽培品目：�おかひじき／20a		
水稲／１ha

（南陽市）
土 屋　　 孝
PROFILE

置
賜
管
内
で
活
躍
す
る

組
合
員
や
職
員
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

農
業
の
カ
タ
チ
を

追
い
求
め
て 青々と見事に生育した

「おかひじき」を収穫する土屋さん

2６月号



農業のカタチを追い求めて
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仙
台
や
関
東
圏
で
も
人
気

新
規
生
産
者
を
増
や
し
た
い

ハウス内の温度や湿度、土の状態などに目を光らせます

　
南
陽
の
お
か
ひ
じ
き
は
、
ほ
と
ん
ど
が
仙
台
や
関
東

圏
に
出
荷
さ
れ
る
人
気
野
菜
。
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で

が
一
カ
月
半
ほ
ど
と
短
く
、
収
穫
を
終
え
た
後
に
畑
を

耕
し
て
種
ま
き
を
繰
り
返
し
、
年
に
５
回
前
後
収
穫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏
か
ら
秋
に
も
収
穫
で
き
ま
す

が
、
や
は
り
春
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
は
格
別
で
、
春
先

い
ち
ば
ん
の
収
入
源
と
し
て
も
魅
力
で
す
。
高
齢
化
な

ど
で
お
か
ひ
じ
き
農
家
は
９
軒
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
は
、
生
産
者
を
増
や
す
た
め
に
新
規
参
入
者

の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

3 ６月号



◇�

生
産
者
米
価
に
つ
い
て
、
様
々
な
報

道
が
さ
れ
て
い
る
が
Ｊ
Ａ
と
し
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

■�
２
０
２
６
年
４
月
の
食
料
シ
ス
テ
ム

法
施
行
に
伴
い
、
米
の
取
引
適
正
化

を
目
指
す
「
コ
ス
ト
指
標
」
が
玄
米

60
キ
ロ
あ
た
り
２
万
５
３
５
円
と
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　

近
年
の
生
産
コ
ス
ト
上
昇
を
踏
ま

え
、
再
生
産
可
能
な
米
価
維
持
を
図

る
た
め
、
販
売
ロ
ッ
ト
と
安
定
出
荷

に
よ
る
有
利
販
売
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇�

「
ゆ
き
ま
ん
て
ん
」の
作
付
け
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■��

令
和
９
年
デ
ビ
ュ
ー
予
定
の
「
ゆ
き

ま
ん
て
ん
」
に
つ
い
て
は
、
高
温
耐

性
を
有
し
収
量
、
食
味
も
優
れ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
証
圃
で
の

生
育
デ
ー
タ
分
析
に
加
え
、
需
要
動

向
等
を
精
査
し
関
係
機
関
と
連
携
し

作
付
け
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

◇�

ス
マ
ー
ト
農
業
及
び
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
農
業
生
産
に
つ
い
て
Ｊ

Ａ
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

■��

農
業
経
営
の
大
規
模
化
に
伴
い
、
農

作
業
の
効
率
化
お
よ
び
省
力
化
は
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

解
決
策
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
の
導
入
を
推
進
し
、
自
動
化
機
器

や
衛
星
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
栽
培
管

理
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
修
会
、
お

よ
び
導
入
農
家
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
す
る
こ
と
で
、
技
術
の
普
及
拡

大
を
図
り
ま
す
。

　
�　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し

た
営
農
指
導
の
効
率
化
に
よ
り
、
農

産
物
の
高
品
質
化
と
安
定
生
産
を
目

指
し
ま
す
。

◇�

国
が
検
討
し
て
い
る
食
料
品
２
年
間

消
費
税
０
％
は
生
産
者
か
ら
す
れ
ば

減
収
と
な
る
た
め
、
納
得
で
き
ず
反

対
運
動
を
し
て
ほ
し
い
。

■��

食
料
品
消
費
税
の
減
税
は
農
家
に

と
っ
て
販
売
時
に
価
格
転
嫁
が
で
き

な
く
な
る
一
方
、
肥
料
や
燃
料
な
ど

の
仕
入
れ
に
か
か
る
消
費
税
負
担
は

そ
の
ま
ま
残
る
た
め
、
そ
の
分
が
コ

ス
ト
増
と
な
り
経
営
を
圧
迫
す
る
懸

念
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

一
方
で
、
食
料
品
の
消
費
税
率
が

　
２
月
25
日
か
ら
３
月
10
日
に
か
け
て

「
令
和
７
年
度
冬
季
組
合
員
座
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
各
支
店
な
ど
計

15
ヵ
所
の
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
７
７
８
名
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
貴
重
な
意
見
・

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
き

ま
し
た
内
容
は
、
十
分
な
協
議
と
検
討

を
重
ね
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
生
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
主
な
意
見
と
要
望
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
意
見
・
要
望
内
容 　
■
回
答
内
容

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度  

冬
季
組
合
員
座
談
会

冬
季
組
合
員
座
談
会

��

意
見
・
要
望

意
見
・
要
望
に
対
す
る
回
答

に
対
す
る
回
答

特集特集
ⅠⅠ

4６月号

６月の運勢

牡羊座
3/21〜4/19

【全体運】順調運。良好に物事が進みます。ただ買い物欲が刺激さ
れてしまいそう。本当に欲しいもの、必要なものを検討して
【健康運】高カロリーの食べ物は控えめに。しっかり運動を
【幸運の食べ物】オクラ



０
％
に
な
れ
ば
、
消
費
者
の
購
買
意

欲
が
高
ま
り
、
農
畜
産
物
の
需
要
拡

大
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
消
費
税
減
税
の
是
非
に

つ
い
て
は
十
分
な
検
証
が
必
要
で
す
。

　

�　

仮
に
減
税
が
実
施
さ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
農
家
が
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
、
簡
易
課
税
事
業
者
や
免
税
事
業

者
に
対
し
て
は
仕
入
れ
に
係
る
消
費

税
額
の
還
付
や
補
填
を
行
う
支
援
策

や
、
本
則
課
税
事
業
者
に
対
し
て
は

仕
入
れ
消
費
税
額
還
付
ま
で
の
資
金

貸
付
制
度
な
ど
を
創
設
す
る
よ
う
農

政
活
動
を
通
じ
て
強
く
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

◇�

生
産
資
材
が
物
価
高
に
よ
り
高
騰
し

て
お
り
支
援
の
強
化
を
お
願
い
し
た

い
。

■��

昨
今
の
中
東
情
勢
な
ど
に
よ
り
、
燃

料
を
は
じ
め
肥
料
や
出
荷
資
材
等
の

仕
入
れ
が
不
安
定
と
な
っ
て
お
り
安

定
供
給
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
す
。

つ
い
て
は
、
肥
料
等
の
生
産
資
材
の

必
要
量
を
早
急
に
確
保
し
安
定
供
給

を
図
る
と
と
も
に
、
当
Ｊ
Ａ
が
実
施

す
る
「
か
た
ら
い
訪
問
一
斉
運
動
」

の
利
用
を
通
じ
、
奨
励
措
置
お
よ
び

大
型
規
格
の
充
実
を
図
り
、
低
コ
ス

ト
生
産
の
普
及
・
提
案
を
行
い
ま
す
。

◇�

農
林
中
金
の
２
０
２
５
年
度
の
決
算

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■��

２
０
２
５
年
度
通
期
決
算
は
、
３
０

０
億
～
７
０
０
億
円
の
連
結
純
利
益

見
通
し
と
な
っ
て
お
り
、
当
初
計
画

ど
お
り
黒
字
で
推
移
し
て
い
る
と
確

認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
決
算
の
一

般
開
示
は
５
月
中
旬
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

◇
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
廃
止
計
画
は
あ
る
の
か
。。

■��

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
進
展
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
稼
働
率
が
低
下
し
維
持
費
用
負

担
が
増
加
し
て
お
り
、
将
来
の
利
用

拡
大
、
稼
働
状
況
を
分
析
し
効
率
的

な
運
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
は
全
国
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
、
都
銀
、
地
銀
、
労
金
な
ど
）

や
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
業
務
提
携
を

行
っ
て
お
り
利
便
性
が
更
に
図
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

◇�

理
事
の
定
数
削
減
に
つ
い
て
は
理
解

し
た
が
、
総
代
の
数
に
つ
い
て
も
削

減
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

■��

農
協
法
に
よ
り
、
総
代
の
定
数
は
５

０
０
名
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
改
正
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、
こ
の

定
数
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
今
後
、
国
に
対
し
て
法
改
正
の

必
要
性
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇�

正
組
合
員
加
入
促
進
運
動
を
進
め
て

い
る
が
、
改
め
て
正
組
合
員
と
准
組

合
員
の
定
義
や
加
入
要
件
の
違
い
、

お
よ
び
農
業
法
人
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

■��

正
組
合
員
の
資
格
は
、
以
前
は
作
付

面
積
要
件
を
設
け
て
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
定
款
を
変
更
し
、
年
間
30
日

以
上
農
業
に
従
事
さ
れ
る
方
を
正
組

合
員
と
し
て
認
め
て
い
ま
す
。
な
お
、

農
業
法
人
が
正
組
合
員
と
な
る
た
め

に
は
、
耕
作
事
業
を
生
業
と
し
、
管

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
要

件
と
な
り
ま
す
。
出
資
金
額
に
つ
い

て
、
正
組
合
員
の
出
資
金
額
は
１
口

３
０
０
０
円
で
、
３
口
分
で
あ
る
９

０
０
０
円
の
出
資
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

5 ６月号

【全体運】いつもなら戸惑ってしまうことにも意欲的に取り組めます。
ただし余計な発言は控えて。もめ事は避けましょう

【健康運】頭痛予防のストレッチを。歯の健診もお勧め
【幸運の食べ物】シソ

６月の運勢

牡牛座
4/20〜5/20



営 農 お 役 だ ち 情 報

ID  @638kkxie

　　友友だだちち登登録録随随時時募募集集中中。。

ＪＪＡＡ山山形形おおききたたまま米米穀穀

「「友友だだちち追追加加」」かからら、、上上記記  IIDD  をを検検索索
すするるかか、、QQRR  ココーードドををススキキャャンンししてて下下
ささいい。。

皆皆ささんんののススママホホへへ、、役役にに
立立つつ稲稲作作技技術術情情報報をを配配信信
ししまますす。。

米 穀 　田植え後は適正な水管理で目標茎数を確保しましょう。

●田植え後は低温や強風など不安定な環境変化から守るため深水  
（4～5ｃｍ）で管理しましょう。

●分げつ発生に適する水温は日平均23～25℃で、日中と夜間の水温
の日較差が大きいと促進されます。日中の気温が15℃以上の場合
は浅水（２～３㎝）とし水温、地温の上昇に努め、分げつの促進を
図ります。低温や強風時は深水管理で稲体を保護しましょう。

●気温の上昇に伴い、６月に入ると土壌の異常還元（ワキ）が発生す
る場合があります。ワキの発生は根の伸長を阻害し、養分の吸収が
抑えられる原因となります。

　下葉の黄化、分げつ遅れはワキによる影響のサインです。
　水交換や一時的な落水管理で根の活力維持に努めましょう。

※品種別の目標とする茎数

品　　種
１株あたりの目標茎数
70株植／坪の場合

はえぬき 23本
つや姫 20本
雪若丸 27本
ひとめぼれ 24本
あきたこまち 22本

60株植／坪 70株植／坪
コシヒカリ 23本 20本

田植え

深水

幼穂形成期活着期 有効分げつ期

目標茎確保
浅水管理で有効茎の分げつ促進

保温効果を高め、活着を促進させるための深水管理

無効分げつ期

間断かん水浅水管理 中干し

気泡が発生する

根の伸長阻害で
養分吸収ダウン↓

⇨茎数不足の原因に！

14６月号

６月の運勢

水瓶座
1/20〜2/18

【全体運】勢いのある運気ですがトラブルの気配も。完璧を目指さ
ず優先順位を付けて進めましょう。フォローは後から
【健康運】考え過ぎないように。うっかりのけがに注意
【幸運の食べ物】エダマメ



【サクランボ】
　５月は自園の結実状況を確認し、早めに摘果作業を実施し
ましょう。結実が少ない園地では、着果が良い上部の枝等の
着果量を多めに残し調整してください。６月は収穫時期を迎
えます。灰星病やショウジョウバエなどを対象に防除を徹底
しましょう。

【ブドウ】
　デラウェアの房づくりは、第２回ジベ処理後10日間が勝
負です。Ｌ房を狙った整形を行い密着房は早めに整形に入っ
てください。大粒種の房づくりは、品種の特性を考えて遅れ
ずにタイミング良く行いましょう。
　また、チャノキイロアザミウマ、灰色かび病、ダニの重要
な防除時期で、６月前半は薬量もかけられる時期ですので、
適期の防除を徹底しましょう。

【リンゴ】
　摘果の徹底が大玉生産のポイントです。早めに２花そうに
１果とし大玉生産を目指しましょう。また、霜害の被害が大
きい園地では、著しいサビ果や変形果を摘果するとともに、

着果が特に不足している場合は、不良果でもある程度着果さ
せ新梢の二次伸長を防ぎましょう。
　長果枝（発育枝、予備枝）は、果台長が極端に長い傾向が
あり、20㎜を超えると青実果率が高くなるので確実に摘果
してください。早めに落とさないと花そう葉に隠れてみえな
くなります。
　また、黒星病の２次感染期と輪紋病の重点防除時期に入り
ますので適期の防除を徹底しましょう。

【西洋梨（ラ・フランス）】
　早めに摘果を実施しましょう。基本的に枝の真上、針金や
枝と接触する部分等のキズ果になる果実を摘果します。肥大
の良い果実に揃えるため、果軸が太くて果実肥大の良いもの
だけを残してください。また、４月の凍霜害により、サビ果
や変形果がある場合は摘果しましょう。仕上げ摘果では、大
玉で食味の良い果実生産のために、１果あたりに必要な葉枚
数50枚、棚仕立てでは45枚を確保しましょう。
　６月は輪紋病の重点防除時期になります。防除については、
散布間隔の空きすぎに注意し、雨前散布を基本としましょう。

６月は梅雨期に突入するため、天候に応じた防除
（タイミング・散布量・臨時防除）が重要です！

果 樹

６月の野菜栽培管理

◎�６月は梅雨入り時期となります。大雨や長雨の時、通路や
うねに滞水しないように早めに明きょや排水溝をしっかり
整備しましょう。

　�　また、梅雨入り前後より本格的な防除が始まりますので、
農薬の作物への登録・適用病害虫・希釈倍数・散布量・使
用時期（収穫前）・総使用回数を確認し、適正に防除しましょ
う。

【アスパラガス】
◎�春採りが終了すると夏秋採りの準備、立茎を行いましょう。
・�立茎前に支柱を立て、地表から高さ80㎝のところにフラ

ワーネットを張り、倒伏防止の準備を行いましょう。
・�スムーズな立茎を図るため立茎開始前（１週間前程度）に

春追肥を行いましょう。
・�立茎時に基肥施肥を行います。抑草・土壌改良のため中耕・

土寄せする場合は梅雨期前に実施し、中耕の深さは根を傷
つけないように地表10㎝程度までとしましょう。土寄せ
は茎の倒伏防止・萌芽促進に繋がります。

・�太さ１～1.5㎝程度（Ｌ級）のものを選び１メートル幅に
15本程度、１株当り４～６本立てます。細過ぎたり太過
ぎたりしないよう注意し、キズ茎や曲がり茎は立てないよ
うにしましょう。

・�立茎する茎以外は細い太いに問わず間引き収穫しましょう。
・�立茎後、展葉してきた茎は順次ネット内に誘引し、フラワー

ネットの50㎝上にマイカー線を張り倒伏を防止しましょ
う。

・�収穫前には地上50～60㎝までの下枝をかき落とし、風通
しを良くしましょう。

【キュウリ】
・�定植後は、仮支柱を立て誘引し、定植後の風害を防止しま

しょう。育苗の延長と考え、株元かん水を実施しましょう。
・�主枝１本仕立ての場合は、本葉10枚以上になったら７節

以下のわき芽除去を始めましょう。10節までのわき芽は
１節摘芯とします。一斉にわき芽を摘芯すると草勢が弱る
ので、常に強い芯（生長点）を２～３本残しながら管理し
ましょう。

・�長期収穫のためには、主枝着果は７節以下の雌花を摘花し、
草勢が弱ければさらに上位節まで摘花しましょう。

【エダマメ】
◎�「秘伝」は６月10日から順次播種を開始しましょう。
・�施肥は窒素成分で１～２kg/10a、倒伏や食味低下につな

がるため過剰施肥は行わないようにしましょう。
・�倒伏の心配のため、うね幅は90㎝以上とし、株間36㎝以上、

播種深度は５㎝程度としましょう。
・�中耕培土は本葉３～５葉期（播種後20～35日頃）、２回

目は開花10日前に行います。

【トマト】
・�主枝１本仕立ての場合は、早めにわき芽を除去しましょう。

特に花房の直下のわき芽は遅れないように除去しましょう。
・�１～３段花房の着果過多により後半の草勢低下が懸念され

るので、傷果や窓あき果などの生理障害果の摘果を行い、
４個程度の着果数にしましょう。

【ナス】
・�主枝と１番花直下のわき芽を２本伸ばし、３本仕立てにし

ましょう。
・草勢が弱い場合は一番花を摘花しましょう。

野 菜

15 ６月号

【全体運】厳しい状況も次第に好転。逃げずに向き合えば早く解決
へと向かいます。周りの人の意見も聞いてみましょう

【健康運】呼吸を整えるストレッチがお勧めです
【幸運の食べ物】ラッキョウ

６月の運勢

魚座
2/19〜3/20
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日（曜日） イベント
１日（月）
２日（火） 福祉無料相談会

３日（水） ガソリン・軽油10円引き正
愛菜館５%引き正

４日（木） ガソリン・軽油10円引き正
５日（金）
６日（土）
７日（日）
８日（月）
９日（火）
10日（水） ガソリン・軽油10円引き正
11日（木） ガソリン・軽油10円引き正
12日（金） 第32回通常総代会
13日（土）
14日（日）
15日（月）
16日（火）

17日（水）
無料税務相談

ガソリン・軽油10円引き正
愛菜館５%引き正  

18日（木） ガソリン・軽油10円引き正
19日（金）
20日（土）
21日（日）
22日（月）
23日（火）

24日（水） 無料法律相談
ガソリン・軽油10円引き正

25日（木） ガソリン・軽油10円引き正
26日（金）
27日（土）
28日（日）
29日（月）
30日（火）
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介護福祉無料相談
事前予約をお願いします。

詳細は以下へお問合せください。
福祉センター川西 ☎46-5575

日時　�令和８年６月12日（金）�
13：30　開始

会場　フレンドリープラザ（川西）

JA山形おきたま
第32回通常総代会

皆様のお便り
お待ちして
おります。

皆様のお便り
お待ちして
おります。

当JAへの意見・要望、または
広報誌に関するご意見・要望を
お寄せください。

InstagramWebsite Facebook X（エックス）


